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　B e fo re  e n t e r i n g  t h e  c l a s s ro o m ,  I 
recommend saying no. This is not a refusal 
to learn, but rather the first step toward 
learning. It is a very specific kind of no, one 
inspired by a long dead thinker from France.
　In his  book The Phi losophy of  No 
(La philosophie du non, 1968), Gaston 
Bachelard explains that received “wisdom” and “common sense” can 
block thought. He advocates saying no to “the ‘truths’ of the past, many 
of them deeply embedded in our subconscious minds” (Bachelard 1968: 
xii). I fear that too many young people in Japan have a similar, shared 
sense that they are unable to speak or express themselves in English. This 
sense is often shared despite years of compulsory English education and 
strong scores on placement exams. Until we can say no to this common 
sense of self  and limitations, the path forward will remain blocked. 
　Just say no. Try it and see. This no is not coming from a self-absorbed 
or overly confident sense of already knowing. It is saying no to what we 
think we know, which too often holds us back and weighs us down. It 
holds us in place. Saying no in this way is saying yes to a world and self  
full of untested potential. 
　Bachelard, Gaston. 1968. The Philosophy of  No: A Philosophy of  the 
New Scientific Mind, G.C. Waterston (trans). New York: Orion Press.
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10
月
28
日
に
は
「
書
ｄ

ｏ
！
」
展
に
関
連
す
る
講
演

会
が
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
蒼

翼
の
間
で
開
か
れ
た
。
学
生

や
教
職
員
、
近
隣
の
方
々
な

ど
約
70
人
が
参
加
し
た
。
講

演
者
は
、
か
な
料

り
ょ
う

紙し

製
作
者

の
小
室
久
さ
ん
。
茨
城
県
常

陸
太
田
市
に
工
房
を
構
え
、

伝
統
的
な
技
法
で
、
染
め
か

ら
紙
の
継
ぎ
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
を
手
作
業
で
行
う
。

　
講
演
で
小
室
さ
ん
は
、
持

参
し
た
材
料
や
道
具
を
示
し

な
が
ら
、
か
な
料
紙
の
工
程

を
説
明
し
た
。

　
平
安
時
代
に
誕
生
し
た
か

な
文
字
の
紙
と
し
て
加
工
・

装
飾
さ
れ
た
も
の
を
料
紙
と

呼
び
、
現
代
で
も
書
道
で
か

な
文
字
を
書
く
際
に
使
わ
れ

る
。

　
草
木
染
め
な
ど
で
染
色
し

た
和
紙
に
、
金
・
銀ぎ

ん

箔ぱ
く

の
砂

子
や
雲き

母ら

の
粉
な
ど
を
ち
り

ば
め
る
。
そ
う
や
っ
て
作
っ

た
複
数
の
紙
を
切
っ
た
り
破

っ
た
り
し
て
張
り
合
わ
せ

て
、
装
飾
を
施
す
こ
と
で
継つ

ぎ

紙が
み

の
料
紙
が
完
成
す
る
。

　
小
室
さ
ん
は
「
か
な
料
紙

の
製
作
は
、
染
色
、
箔
加
工

な
ど
分
業
で
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
工
房
先
々
代

の
祖
父
は
、
こ
れ
ら
の
工
程

す
べ
て
一
人
で
行
う
ス
タ
イ

ル
を
と
り
、
受
け
継
い
で
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
講
演
後
に
実
演
を
行
い
、

直
線
状
、
雲
の
形
や
山
、
川

の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

さ
ま
ざ
ま
な
形
に
し
た
料
紙

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
美
し
い

作
品
を
次
々
と
仕
上
げ
た
。

　「
伝
統
的
な
工
法
の
料
紙

は
、
年
月
が
た
て
ば
た
つ
ほ

ど
深
み
が
出
て
書
き
心
地
が

よ
い
。
料
紙
の
美
と
と
も
に

書
家
の
作
品
を
支
え
る
料
紙

製
作
を
、
一
般
に
広
め
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
参
加
し
た
小
島
春
奈
さ
ん

（
文
２
）
は
授
業
や
サ
ー
ク

ル
で
書
道
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
料
紙
は
知
っ
て
い
た

が
、
製
作
に
こ
ん
な
に
手
間

が
か
か
る
も
の
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
書
道
の
奥
深
さ
を

感
じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

か
な
料
紙
製
作
者
・
小
室
久
さ
ん

 

実
演
交
え
伝
統
技
法
紹
介

装
飾
を
実
演
す
る
小
室
さ
ん

書道楽しむ「書ｄｏ！展」

「
千
字
文
」書
く
コ
ー
ナ
ー
も

　
図
書
館
秋
の
企
画
展
「
書
ｄ
ｏ
！
展
」
が
10
月
14
日

か
ら
11
月
３
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
図
書

館
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
が
所
蔵
す
る
書
道
に

関
す
る
貴
重
資
料
な
ど
約
30
点
を
展
示
。
実
際
に
筆
を

執
っ
て
書
を
し
た
た
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
訪
れ
た

人
は
書
「
ｄ
ｏ
（

す
る
）」
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
楽
し
ん
で
い
た
。

　
古
く
か
ら
中
国
や
日
本
で
書
の
手
本
と
さ
れ
て
き
た

「
千せ

ん

字じ

文も
ん

」
は
特
徴
の
異
な
る
11
点
を
展
示
。
体
験
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

学
生
ら
が
４
字

を
選
ん
で
真
剣

な
表
情
で
筆
を

走

ら

せ

て

い

た
。

　
展
示
に
協
力

し
た
松
尾
治
文

学

部

准

教

授

（
書
道
）
ら
の

現
代
書
道
作
品

や
、
書
道
に
欠

か
せ
な
い
文
房

四
宝
（
筆
・
墨

・
硯
・
紙
）
も

紹
介
さ
れ
た
。

鑑
賞
し
た
り
体
験
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
書
道
を
楽
し
ん
だ
「
書
ｄ
ｏ
！
展
」

学
生
ら
が
し
た
た
め
た「
千
字
文
」も
展
示

　
経
営
学
部
「
流
通
論
」

（
目
黒
良
門
教
授
）
の
特
別

講
義
が
10
月
23
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
講

師
は
、
イ
オ
ン
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
菓
子
豊
文
社
長
。
小
売

業
の
視
点
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
市
場
や
流
通
の
実
態
、

イ
オ
ン
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
取

り
組
み
を
語
り
、
学
生
約
２

０
０
人
が
聴
き
入
っ
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
２
０

３
０
年
に
は
人
口
３
億
人
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
成
長

著
し
い
巨
大
市
場
で
、
国
民

の
消
費
意
欲
も
旺
盛
。
イ
オ

ン
は
海
外
事
業
の
中
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
最
重
要
拠
点
国

と
し
て
い
る
。
現
地
で
は
都

市
型
の
モ
ー
ル
を
展
開
。
ジ

ャ
カ
ル
タ
な
ど
に
２
店
舗
を

置
き
、
20
年
に
３
店
舗
目
が

竣
工
。
５
店
舗
ま
で
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　
菓
子
社
長
は
「
流
通
・
小

売
業
が
パ
ワ
ー
を
持
つ
日
本

市
場
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
市
場
で
は
メ
ー
カ
ー

の
力
が
強
い
。
現
地
の
ほ
と

ん
ど
の
小
売
店
は
消
費
者
視

点
で
の
販
売
姿
勢
が
欠
け
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
現
地

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取

り
、
提
供
す
べ
き
品
ぞ
ろ
え

や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

な
ど
、
イ
オ
ン
独
自
の
小
売

店
舗
展
開
を
行
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
ま
た
急
成
長
す
る
バ
イ
ク

便
に
よ
る
商
品
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
ほ
か
、
植
樹
を

は
じ
め
環
境
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
話
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
小
売
業
と
メ

ー
カ
ー
の
関
係
、
現
地
で
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
開

発
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
以
外
の

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
店
舗

展
開
な
ど
、
海
外
流
通
市
場

に
関
心
の
あ
る
学
生
４
人
の

　
川
崎
市
の
小
学
生
が
同
市

臨
海
部
の
企
業
を
訪
問
し
、

新
聞
づ
く
り
を
体
験
す
る
催

し
が
10
月
15
日
に
行
わ
れ

た
。
川
崎
市
が
企
画
し
た
初

め
て
の
試
み
で
、
文
学
部
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
山
田

健
太
教
授
と
同
ゼ
ミ
生
が
協

力
。
山
田
教
授
が
取
材
を
行

う
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
記
事
の

書
き
方
を
指
導
し
、
ゼ
ミ
生

８
人
が
小
学
生
た
ち
の
新
聞

製
作
を
手
伝
っ
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
、
川
崎

市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
19
人
と
保
護
者

の
計
39
人
。
一
行
は
、
川
崎

市
本
庁
舎
で
山
田
教
授
か
ら

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、

バ
ス
で
臨
海
部
に
移
動
、
製

鉄
所
や
火
力
発
電
所
の
２
カ

所
を
見
学
。
小
学
生
た
ち
は

説
明
を
聞
い
て
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
、
撮
影
を
し
た
。
そ

の
後
、
新
聞
づ
く
り
に
挑

戦
。
５
班
に
分
か
れ
、
模
造

紙
に
記
事
を
書
き
撮
影
し
た

写
真
を
貼
り
、
約
１
時
間
で

新
聞
一
面
を
仕
上
げ
た
。

　
完
成
し
た
５
作
品
を
張
り

出
し
、
山
田
教
授
が
論
評
。

ナ
イ
ス
リ
ポ
ー
ト
賞
、
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
賞
な
ど
を
贈
っ

た
。
出
来
上
が
っ
た
新
聞
は

縮
小
し
て
印
刷
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
ち
帰
っ
た
ほ
か
、
市

内
の
全
小
学
校
に
も
配
ら
れ

文・山田ゼミ 小学生の新聞製作サポート

小
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
山
田
教
授
（
左
）
と

数
間
萌
李
さ
ん
（
文
２
）

る
。

　
参
加
者
は
「
大
学
生
の
お

姉
さ
ん
た
ち
が
教
え
て
く
れ

た
の
で
楽
し
く
新
聞
づ
く
り

が
で
き
た
」と
話
し
て
い
た
。

　
山
田
ゼ
ミ
の
加
藤
夏
衣
さ

ん（
文
２
）は
「
小
学
生
た
ち

の
素
直
な
感
性
が
新
鮮
だ
っ

た
」
と
話
す
。
ま
た
領
五
菜

月
さ
ん（
文
２
）は
「
人
に
教

え
る
こ
と
で
自
分
も
勉
強
に

な
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

質
問
が
あ
っ
た
。

成長著しいインドネシア市場に

ついて説明する菓子社長

緑
鳳
学
会
開
催

　
本
学
出
身
の
研
究
者
ら
で

つ
く
る
専
修
大
学
緑
鳳
学
会

（
小
杉
伸
次
会
長
）
の
第
28

回
大
会
が
10
月
26
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
今
大
会
の
統
一
テ
ー
マ
は

「
渋
沢
栄
一
の
歩
ん
だ
時
代

と
そ
の
軌
跡
｜
令
和
の
時
代

に
示
唆
す
る
も
の
｜
」。
小

杉
会
長
や
近
江
吉
明
文
学
部

教
授
ら
５
人
の
研
究
者
に
よ

る
研
究
報
告
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。〝
近
代
資
本
主
義
の

父
〞
と
呼
ば
れ
る
渋
沢
の
業

績
と
、
現
代
社
会
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
飛
び
交
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
学
院
博
士

後
期
課
程
の
学
生
２
人
が
研

究
を
発
表
。
大
会
後
に
は
総

会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

イ
オ
ン
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

菓
子
社
長
が
特
別
講
義

経　営
流通論

図
書
館
企
画


